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1. 緒  言 

 2020 年に発生した COVID 19 の影響により, 多くの学校で

は休校,オンライン授業,ハイブリッド授業といった措置が図られ,

従来の授業内容や学生プロジェクトの指導方法に柔軟な対応

が求められた. コロナ禍におけるものづくりや設計教育の停滞

が危ぶまれる中,対面指導の代替方法としてのオンライン,クラウ

ドを活用し 3D CAD を用いた設計教育や学生プロジェクト指導

に実際に取り組んだ授業や学生プロジェクトへの取り組みの考

察を行う. 

 

2. 実施内容について 

 本稿では、世界中でのものづくり教育現場での導入が進

んでいる Fusion 360を授業や研究プロジェクトでの使用事
例を取り上げる．Autodesk® Fusion 360®（以下 Fusion 360）
は,クラウドを基盤とした 3D CAD であり,図面やモデリン
グといった従来の設計製図で利用する機能に加え ,CAM, 
CAE, Generative Designといった高度な機能を追加インスト
ールなしで一つのツールとして提供している.これらの機
能をクラウドの基盤上で利用することができるため学生だ

けでなく指導側もその進捗具合をブラウザやオンラインか

ら確認することができる.また Fusion 360は教育目的であれ
ば,商用版の機能を無償で申請利用ができる.さらに, Fusion 
360は Windowsと Mac OSに対応しているため学生の個人
所有 PC を自宅から利用させる場合にも導入がしやすい. 
本稿では、授業活用例として日本大学,東京大学,学会での
発表適用例として日本設計工学会 , 産学連携事例として, 
アーチェリーライザーの軽量化の試み,学生のものづくり
事例として呉高専のロボコンパーツを紹介する. 
 
2.1. 授業導入事例  

 2020 年度に展開された授業ではオンラインでの演習授
業を余儀なくされた場合でも,対面に相当する相互方向性
となる授業形式を模索し,設計やデザインに対する学生の
興味喚起や授業内容への理解を深めることができたと考察

される.下記にその例を示す. 
 
2.1.1. 日本大学理工学部機械工学科「機械工学インセン

ティブ」,「CAD/CAM」  学部 1 年生での「機械工学インセ

ンティブ」では,Fusion 360 を用いて部品のモデリングをオンライ

ンにて実施し,約 160名の履修を教員 3名が主体となりオンライ

ンで遂行された.入学した初年度に対面授業を果たす前からク

ラウドを用いてモデリングの授業を実施できた. 学部３年生での

「CAD/CAM」の授業は,2019年に Fusion 360に刷新し,2020年

度も同じ内容で設計図面を元に 3D モデリングを行う授業内容

を全てオンライン授業で実施された.授業に出席した学生からは

クラウド機能を使って教員にすぐにデータを共有できるはとても

便利だと思ったというフィードバックを得ることができた.[1] 

 

2.1.2. 東京大学工学部マテリアル工学科「学生実験」 

新たに学習内容を刷新した実施を予定していたところ,コ

ロナ禍に見舞われたことで同内容を一部オンラインの学び

に最適化して実施することとなった.CAD/CAM/CAE のプロ

セスを学びながらハンガーの設計を通してものづくりの一

連のプロセスを学習した. 本来であれば利用,見学する学

内設備の機械や工具は事前に担当教員と技術職員が動画を

撮影し,オンラインツアーのように研究設備と関連づける

ことで,理解が深まるように対応されていた.学生グループ

7 名程度毎にクラウド上でチーム分けを行い,設計を考え

データを保存しながら進行する形式にて実施し,技術職員

の方もクラウド上のチームのデータにより進行状況を把握

し,Zoom のブレイクアウト機能も活用しながらオンライン

での相互議論形式の演習にて適切に運営された. 

 

2.2. 学会関連イベント例 

 日本設計工学会研究調査部会 2020 年度 第 33 回オー

プンセミナ- 「設計から製造までを支えるものづくりのグ

ローバルならびに国内最新事例のご紹介」において,オート

デスク・テクノロジーセンター（米国/カナダ）で研究して

いる各種産業界(自動車、AI、ロボット、SDGs等)の先進プ
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ロジェクトを紹介した.また日本国内の先進的な学生実践

事例をオンラインセミナーで紹介した.世界共通に提供さ

れている Fusion 360 の事例を日本国内と世界からの事例

を相互共有することでものづくり先進事例として知的好奇

心を刺激する機会を提供した.時差はあるが移動コストが

なくなることで,米国,カナダ,日本各地から共通の Fusion 

360 を用いたものづくりの先進技術を学び,意見交換を行

う場を設けた.特に国内の学生発表のその高い質のものづ

くりに注目度が集まり活発な議論が行われた. 

 

2.3. 産学連携事例 

日本大学理工学部精密機械工学科入江研究室と西川精機製

作所との産学連携プロジェクトとして、国産アーチエリーハンド

ルの設計開発を行った.[5] 設計やデータ共有の情報連携は

すべてクラウドで管理し，設計開発と切削工程の確認と工程管

理をすべてオンラインでおこなった。切削加工のみデジタル工

作機にて行い,物理的な接触や集合をできるだけ減らしながら

先進的な事例を実現することができた。本プロジェクトでは 

Fusion 360 の機能である Generative Design を用い軽量化,剛

性向上を図り,製品性能を大幅に向上しながらも今までの技術

者の手では成立が困難な斬新なデザイン性を両立させてい

る.[6] 

 

2.4. 学生ものづくりプロジェクト事例 

呉工業高等専門学校 高専ロボコンの足回りユニット設計と製

作では,高専ロボコン出場経験のある学生２人が学校内のデジ

タル加工機のスキルを習得しながら,Generative Design を用い

て軽量化,剛性向上を図った新しいパーツの設計を行った経験

と過程を紹介した.前年度の呉高専のロボコンパーツの中で改

良するパーツを見極め,それぞれに組付け時間,剛性,軽量化を

実現する部品を開発した.これら部品には Generative Design を

活用した設計を行い,加工には Fusion 360の CAM機能を利用

した. スキル習得のために,Generative Design の利用方法につ

いての講習会やデータ連携はクラウドを活用しながらオンライン

で行い,学生２人は登校制限期間の自宅待機期間を有効に設

計に費やし研究成果につなげられることができた.[7] 

 

3. 結  言 

 これらの事例からオンラインでの設計教育や学生プロジ

ェクトの指導においては Fusion 360 のクラウド上にデー

タを保存する機能やコメント機能・履歴保存機能を活用す

ることで課題進捗管理に役立てられるほか,オンライン授

業に切り替えた場合でも従来から行っている設計演習の授

業として運営できることが示された.また 3D CADの操作だ

けではなく,知の共有や議論などもオンラインツールを活

用することで継続的かつ相互的なものづくりの学びの機会

を維持発展できることが示された. 
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https://www.youtube.com/watch?v=LrFjnznbfhA&t=64s 
(2) 東京大学工学系研究科技術部技術発表会    

「3D-プリンタなど DXモデリングに最適な Autodesk 
Fusion360と e-Learning教材について」 

(3) 公益社団法人日本設計工学会, 2020, 第 33回設計オー

プンセミナー https://www.jsde.or.jp/kenkyu/kikaku.html 
(4) 第 26回計算工学講演会, 2021,「ジェネレーティブデザ

インを用いたアーチェリーライザーの軽量化の試み」 
(5) Autodesk University 2020 講演発表 

https://www.autodesk.co.jp/campaigns/education/au2020 
(6)  Redshift 日本版, 町工場がジェネレーティブ デザイ

ンで生み出す次世代の下町アーチェリー

https://redshift.autodesk.co.jp/generative-design-archery 
(7)  Fusion 360 Japan [Fusion 360 Japan]. (2021.03.09). 

Fusion 360 授業導入事例 04 - 呉工業高等専門学校様
のご紹介
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1. 序論

1.1. 研究の背景
　SNS 上の画像群は、近年のスマートフォン等の普及によ
り増加した利用者たちの情報が大量に蓄積された物であ
る。そういった情報はただ蓄積されていくばかりではな
く、利用者同士が閲覧し合うことが可能であり、それによ
る宣伝効果を無視できなくなっている。また、SNS に投稿
することを前提とした消費行動をとる利用者の数も多く
なっている。とりわけ SNS の中でも Instagram においては、
自身の活動の記録という側面よりも、他者に見せる自分の
写し鏡のような使われ方が主流であるとされている (1)。
　こういった中、動物園や水族館、博物館、美術館といっ
た展示施設は、旭川動物園や加茂水族館、森美術館などの
流行の影響を受けて、SNS 上に投稿される画像の被写体と
してより一層注目されるようになってきている。これらの
ような展示施設において撮影の主対象となるものは展示品
であるが、その切り取り方によっては展示品以外の建築要
素であったり、人が写り込むこともある。これらのような
構成要素は、撮影時もしくは投稿時に取捨選択が可能であ
る。ここで行われる取捨選択にこそ、利用者の経験が色濃
く反映されている可能性があり、Instagram というプラッ
トフォーム下で、蓄積された画像群には利用者（芸術分野
や建築分野の専門的知識を必ずしも持たない人々）なり
の、他者に伝えたい空間体験が潜んでいるのではないだろ
うか。
　Instagram 上の画像群が、企画展の運営者に重要視され
ている中で、画像群上で他の展示施設との差別化が図れる
かどうかは、展示施設にとっては集客力を高めるために重
要な要素となってくる。実際に 2019 年に開催された「塩
田千春展」や 2017 〜 2018 年に開催された「レアンドロ・
エルリッヒ展」など、SNS 上で大きく話題となった企画
展を多く開催している森美術館は、2015 年に洞田貫晋一
朗が広告・プロモーション担当となり SNS の管理を始め、
Twitter や Instagram、Facebook な ど で の 活 動 が 活 発 に な
ることが、企画展ごとの来場者数に影響を与えていること
が来館者の来館動機に関するアンケートから明らかになっ
ている (2)。
　しかし、Instagram を通じて来館動機を得るような人々
が、展示空間内で何を捉え、投稿しているのかは解明され
ておらず、来館動機を与えている Instagram 上の画像群の

実態もわかっていない。
　実際に Instagram 上の企画展に関する画像を見てみる
と、作品ごとにその切り取り方は異なっていることが多
い。図 1 に示すように、被写体となる芸術作品を中心と
した画像であったり、それを取り巻く空間を意識した画
像、その場にいる人と一緒の画像など、投稿者の様々な空
間体験が表れており、利用者は気ままに撮影し投稿してい
るように見える。一見統一性がないかのように見えてしま
うこれらの行為だが、“ インスタ映え ” という言葉がある
ように、Instagram 利用者が好んで用いる共通したものの
見方がそこには隠れているのではないだろうか。

  

  

Fig.1 Example of images on Instagram

1.2. 研究の目的
　本研究では Instagram 上の画像群に着目し、美術館企画
展を訪れる芸術分野や建築分野の専門的な知識を持たない
利用者が撮影した画像を分析することで、Instagram に投
稿するという行為のもとで展示内容を問わず共通したも
のの見方を明らかにすることを目的とする。これにより、
SNS 上の画像群の存在を意識し、利用者に独自の空間体験
を届けようとしている企画展に対して、利用者のものの見
方にどのような傾向があるのかを提示する。

展示空間のグラマビリティー 
-Instagram で共有された展覧会体験の研究 -

A Grammability of Exhibition Spaces
A Study on Visitors’ Shared Experience on Instagram
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